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ひろばの時間は下校 後～ 1 6 時 3 0 分まで （ひろばの日は校庭嶋放同棚 催）
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白 犠 行事など ひろば 図暮桝 放 校庭開放 日 曜 行事など　 ひ冤 図暮館開放　 校丘舛放 ＿！

1 7 火
≡ ‡ き

全校練習 × 14∝ト1柳 窪 ！

2 月 × 15∝ト16罰 18 水

1 1 9 木

ゝ
20 金

轍∴・．・、

6 金 糀 写生会②・翫⑬ 0 × 0

2 3 月

2 4 火

白 月 クラブ × 15∝ト163 0 2 5 水

10 火 ○ × ○ 26 木 　 × ×　 】

慧 ●芸慧 体計 ； （5朋 ！11 水 遠足①② 0 ○ ○ 27 金

12 木 P T A 総会 × × 15Ⅱト16二氾 28 土

13 金 4 時間授業全 0 × ○
グ

苧　　　　　　　　 雄雌 猥 13∝卜17 00 t　　　　　　　　　　　　l

琶　　　　 13抑 〉17 00 l

3 1 火 運動会予備日②　 ×　　 ×　 1却∝H 7：00 I

16 月 運動会係活動⑤◎ × ※運動会順延の場合、校庭開放はありません。
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ビI t の

心細、鯛－トl蔽、趨義の桝なきま｛駕 舶償いです。

唾はして超せ放韻根の蕗塊的七像佗す硝雀です。Vろばlこう如Dした的風で

与でもたちlま撃破の噂姥下毛組れT東根の碓し、となlはす。専食感喉に常軌

調ポ、如鰭につましては烏風琴と同格、傾碑名の卸批射ますので、琢如く煩い。

撃破の亀窮個 綿は緊急、晴のモ裾二輪に唾けて布く払専竹鴨場右

管頼翫掛二も毛頭が出てしまい粥。「今日の¶封ではあち鶴㌧

恒ろばに行くように与どもに佗えてほしい．撃の漣弥谷許婚丸く根い。

うちの射頭ていち仇rもう鳩り七仇等の高僧令七やr猛毒を級利tLIJ禍痛切轟しては机

tいったで翠登には罰杓えできません。琶破約にもぅばl二組了両線二憫lJ七割与でLY

L1廿日竣功て訳し、て雄せい。Uろば窒∧の見学や射迦えlこいらっしゃるのは天敵随で射
取
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